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　いろんな仏さまが、いろんな手の形をしておられます。

　昔、インドでは手の形で意思をあらわす習慣がありました。これが発展して「印

相」といわれるほとけさまの手の形が生まれました。指で輪を作ったり、両手を

組み合わせたりした、いろんなほとけさまの手の形が生まれました。

　それぞれに意味がありますが、あみださまの手の形は、

　右手の親指と人差し指で輪を作って上に向けておられます。

　左手も親指と人差し指で輪を作って下に向けておられます。

　あみださまの手は「人々を摂め取って決して捨てない」という慈悲の心を表す

お姿、「摂
せっ

取
しゅ

不
ふ

捨
しゃ

印
いん

」といただいています。
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